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第３次町田市環境マスタープラン一部改定（案）に対する

パブリックコメントの実施結果 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２０２５年２月 

町田市環境資源部環境政策課 
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「第３次町田市環境マスタープラン」の一部改定（案）に対する 

パブリックコメントの実施概要 

 

１ 意見の募集期間 

２０２４年１２月１５日（日）から２０２５年１月１５日（水）まで 

 

２ 意見募集の方法 

◆以下の施設での資料閲覧・配布 

環境政策課（市庁舎 7 階）、市政情報課（市庁舎 1 階）、広聴課（市庁舎

1 階）、男女平等推進センター（町田市民フォーラム 3 階）、各市民セン

ター、各連絡所、各市立図書館、町田市民文学館、町田市バイオエネル

ギーセンター 

 ◆町田市ホームページに資料を掲載  

◆「広報まちだ」（２０２４年１２月１日号）にパブリックコメント実施予告 

を掲載 

◆「広報まちだ」（２０２４年１２月１５日号）にパブリックコメント実施概 

要及び素案概要を掲載 

 ◆ＥＣＯまちだ、商工会議所ニュース、ＬＩＮＥのプッシュ通知、ＳＮＳ（ハ

スのん公式のＸ、Instagram） 

 ◆各子どもセンターで周知 
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３ 寄せられたご意見の件数・内訳 

電子メール（４名）、ご意見入力ホーム（WEB での回答 １１名）、郵送（１

名）、LINE（１名）を通じて、１７名の方から、５３件のご意見をいただ

きました。 

 

参考までにご意見をいただきました１７名の方の内訳をご紹介します。 

市内１５名（うち団体数１） 

市外１名（うち団体数０） 

不明１名 

 

ご意見の項目別の内訳は以下のとおりです。 

 

ご意見の対象（項目） 意見 No. 件数 

①計画全体 No.1～5 5 

②【基本目標１】エネルギーを賢く利用し、 

気候変動の影響にも対応するまち 

No.6～28 23 

③【基本目標２】源流から里山、都市が織り 

なす いのち輝くまち 

No.29～40 12 

④【基本目標３】徹底したごみ減量、資源化 

を進めるまち 

No.41～46 6 

⑤【基本目標４】安全で快適な暮らしを実現 

するまち 

 0 

⑥【基本目標５】環境について、みんなで学 

び、協働を進めるまち 

No.47～48 2 

⑦その他 No.49～53 5 

合計  53 

 

ご意見の概要及び市の考え方は、次ページ以降をご覧ください。なお、取りま

とめの都合上、いただいたご意見は項目ごとに整理し、要約して掲載していま

す。 
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４ ご意見の概要及び市の考え方について 

 

①計画全体（5 件） 

No. ご意見の概要 市の考え方 

1 

 

 

予算措置について全く記載がないのは計

画の実行に対して不安感しかありませ

ん。少なくとも重点プロジェクトについ

ては予算を明記すべきです。また、資金に

ついては、寄付も大いに活用すべきだと

思います。 

市内の温室効果ガス排出量の削減

など、成果指標の達成に向けて、

様々な手法を検討した上で、取組

を進めていくため、策定時点にお

いて、事業規模を明示することは

困難です。 

そのため、各取組、重点プロジェク

トにおける事業費は記載しており

ません。 

 

また、現在、企業版ふるさと納税で

は、「ゼロカーボンシティへの推

進」として募集を行っております。

こうした制度や、国・都の補助制度

を活用して事業を推進してまいり

ます。 

2 

 

 

P6: 自治体レベルの環境政策を検討する

ときには、地球環境問題の現状と問題解

決に向けた世界的な取り組みを踏まえる

ことが重要です。気候変動対策に関連し

てパリ協定については触れていますが、

2050 年までに温室効果ガスを実質ゼロに

する「カーボンニュートラル」という世界

的な目標について（日本も目標にしてい

ますから）言及した方がよいと思います。

また、地球環境問題については、気候変動

対策と生物多様性保全はセットにして考

えることが求められますから、「カーボン

ニュートラル」とあわせて「ネイチャーポ

ジティブ」という用語も、ここで取りあげ

るべきだと思います。 

2050 年までに温室効果ガス排出量

を実質ゼロにするため、町田市に

おいても、「ゼロカーボンシティま

ちだ」宣言をしております。 

国内外の環境政策を取り巻く動向

に関して、追記させていただきま

した。また、ご意見のとおり、ネイ

チャーポジティブについても、取

り上げさせていただきました。 
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3 

 

 

P8: 前計画における振り返り基本目標 1

＞達成目標の評価「東日本大震災以降の

原子力発電停止に伴う火力発電の稼働率

上昇の影響等により「二酸化炭素排出量

の削減」の目標達成が厳しい状況です」と

ありますが、前計画は福島原発事故後に

立てられたものですから、目標達成が困

難である主因をここに求めるのはおかし

いと思います。むしろ、省エネルギーや再

生可能エネルギーの推進や、蓄電池の活

用などがどうであったのかを検証すべき

ではないでしょうか。一方で、温室効果ガ

スの排出量は、2013～2017 年度の間に

15%ほど減少しています。この数値をどう

評価しているのかあいまいですので、そ

の点も再考したほうがよいと思います。 

前計画の振り返りにつきまして

は、「第３次町田市環境マスタープ

ラン」の策定時に整理しているた

め、今回の一部改定では内容の更

新をしておりません。 

いただいたご意見につきまして

は、今後の参考にさせていただき

ます。 

4 

 

 

P51: 「 地 球 温 暖 化 の 影 響 」 の 部 分   

将来への影響、もっと怖い数字に変更に

なるのでしょうか。 

P58: 「流域という単位で考える」 

P80: 「緑のカーテン事業」  数値が含

まれてないこのような記述がどのように

更新されるのか、更新案を掲載するべき

ではないでしょうか。 

コラムでは、市の取組や、国や都の

動向などを掲載しています。分か

りやすく理解していただくための

資料という位置づけのため、パブ

リックコメントの対象とはしてお

りませんが、より分かりやすくな

るよう、一部のコラムを更新して

います。 

5 

 

 

市内各所で環境の学習会を開催するなど

して、そこで改定案の説明を行い「パブコ

メ」についてもっと周知していただける

とよいと思います。次の見直し（3 年後？）

はご検討ください。「HP を見たけれど、資

料を見ただけではよくわからないから

（出せない）」という声も聞き、残念に思

います。 

ご意見の趣旨につきましては、今

後の参考にさせていただきます。 
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②【基本目標１】エネルギーを賢く利用し、気候変動の影響にも対応するまち

（23 件） 

No. ご意見の概要 市の考え方 

6 

 

 

地球温暖化に対する町田市の立ち位置を

明確にして下さい。町田市が日本で 39 番

目の人口を抱える自治体として、また都

心に近く緑が多く残っている市として、

温暖化を阻止する先頭に立って下さい。 

取り分け、公園や緑地の緑や里山を守る

ことは 40 度も遠くない時期にあり得る

中、市民の健康と生命を守るための基軸

の問題です。 

一部改定では、温室効果ガス排出

量の削減目標に関して、国を上回

る約 51％の削減とします。この削

減目標の達成に向けて、取組を進

めてまいります。 

7 

 

 

ゼロカーボンシティまちだを目指す上

で、すべての公共施設の再生可能エネル

ギー電力への切り替えや、建て替え予定

の学校の断熱、省エネ、太陽光発電機器の

導入などエコスクールへの取組があり、

とても良い改定内容だと思った。 

各種取組を着実に推進してまいり

ます。 

 

8 

 

 

P40: エネルギー消費量等の、目標値を引

き下げることは当然のことだと思いま

す。 

9 

 

 

P40: 施策 1 で省エネルギーについてふ

れていますが、ここに IOT や AI の積極的

な活用を入れてほしいです。個人・事業者

の環境意識に訴えるだけでは、気候変動

対策として間に合わないと思います。モ

ニタリングデータを活用し、AI の支援を

受けながら省エネルギーが進むような機

器やシステムの導入が必要だと思いま

す。事業者に関しては、エネルギーマネジ

メントシステムのことが言及されていま

すが、事業者だけの問題ではないはずで

す。 

ご意見のとおり、省エネルギーの

普及・導入にとって、AI の活用は

有用であると考えるため、その旨

追加しました。 

10 

 

 

■基本目標１の施策[1]「省エネルギーの

普及・導入を進めます」について市内のエ

ネルギー消費量の 2030 年度目標値を基

準年度の 38%削減としたことについて、改

定前より一歩前進したことは一定の評価

を致しますが、COP28 では「2030 年まで

にエネルギー効率の改善率を 2 倍にす

る」としており、ここは是非 50%削減の高

一部改定では、直近の実績や、今後

の公共施設における取組を踏まえ

て、目標値を設定しております。 

また、断熱性能の向上に関するご

意見につきまして、今後の参考に

させていただきます。 
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みを目指してもらいたいです。実現には

建物の新築のみならず既存建築物の改修

を促し、断熱性能を向上させる必要があ

ります。そのために市内の工務店が断熱

等級 6 以上の建物を建てられるよう技術

的な支援（省エネ計算等）のしくみを整え

てほしいです。 

11 

 

 

生ごみの焼却にはエネルギーを余計に費

やすため、生ごみを減らす取り組み（コン

ポスト導入補助の拡充）や燃やせるごみ

から生ごみを分別するしくみを整えてい

ただきたく存じます。 

ご意見のとおり、省エネルギー化

の推進にあたって、ごみの減量を

進めることは重要であると考えて

います。 

いただいたご意見の趣旨につきま

しては、今後の参考にさせていた

だきます。 

12 

 

 

P82： 家庭のエネルギーの再エネ化のた

めには太陽光発電と蓄電池の導入が重要

だと思いますが、町田市民のこれらの導

入に対する助成金などの対策を記載して

ください。 

基本目標 1 施策［２］「再生可能エ

ネルギーの普及・導入を進めま

す」、重点プロジェクト 1-2「市民、

事業者における再生可能エネルギ

ー等の利用拡大」等において、「市

民、事業者向け太陽光発電機器導

入の支援」を掲げており、今後、具

体的な支援内容について検討して

まいります。 

13 

 

 

P19: 気候変動目指すべきまちの姿｛ここ

だけではないですが｝再生可能エネルギ

ーの導入を進める際に、蓄電池の導入も

セットにして推進することが必要だと思

います。エネルギーを効率的に利用でき

るだけでなく、防災の観点からも必要だ

と考えます。 

14 

 

 

自然エネルギーの活用、取り分け太陽光

発電に対し、市独自の助成金を付け、年間

計画を立てて遂行して下さい。 

15 

 

 

市民・事業者の取組に再エネの「導入を検

討します」とありますが、検討を加速する

導入支援策（ex. 新築住宅向けに太陽光

発電と蓄電池のセット提案、産業用の自

家消費型太陽光発電の導入支援）を市の

取組として挙げてはどうでしょうか。そ

のための財源は、環境省の重点対策加速

化事業を活用すればよいと思います。東

京都の「地産地消型再エネ・蓄エネ設備導

入促進事業」と併用するスキームを組め

ば市の負担も無くなるので、ぜひ応募し

ていただきたく存じます。 
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16 

 

 

■基本目標１の施策[2]「再生可能エネル

ギーの普及・導入を進めます」について市

内の再生可能エネルギー導入量の 2030

年度目標値を基準年度の 200%増加に上方

修正したことは、 COP28 で採択された

「2030 年までに再エネ発電容量を世界全

体で 3 倍にする」という目標にも沿うも

のであり、歓迎します。しかし、達成には

より強力な政策が必要となります。「先ず

隗より始めよ」で、「新電力等を活用した

再生可能エネルギー利用方法の検討」か

ら一歩踏み込み、市内すべての公共施設

を再生可能エネルギー100%電力に切り替

えることから始めてはいかがでしょう

か。 

基本目標 1 施策［２］「再生可能エ

ネルギーの普及・導入を進めま

す」、重点プロジェクト 1-2「市民、

事業者における再生可能エネルギ

ー等の利用拡大」等において、 

「再生可能エネルギー由来電力へ

の切替（すべての公共施設）」を掲

げておりますので、今後、着実に推

進してまいります。 

 

 

17 

 

 

【成果指標の改訂】・市内の再生可能エネ

ルギー導入率 2022 年度に 2030 年度の目

標値に達したのはすばらしいですね。新

たな目標値（200%増加）も実現できると思

いますが、今後さらに多くの視点からの

具体的なプランを熟慮する必要があると

感じます。町田市内だけでなく、近隣の市

町村や地方とも連携し、お互いにとって

有効な施策を、前向きにご検討いただき

たいです。 

引き続き、先進自治体に視察を行

うとともに、他自治体との連携を

進めてまいります。 
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18 

 

 

第 4 章 望ましい環境像実現のための取

組み基本目標１ エネルギーを賢く利用

し、気候変動の影響にも対応するまち施

策[３] 将来的なゼロカーボンに向けた

まちづくりを進めます 

市の取組① 次世代自動車の普及促進等

を図ります市民・事業者の次世代自動車

の普及を促進するとともに、公用車への

次世代自動車の導入を進めます。の記述

に賛同するとともに、「車両の充電設備

は、再生可能エネルギー由来の電力を導

入」の追記をご提案致します。 

 

【理由】 

次世代自動車やＥＶごみ収集車の導入は

脱炭素化の取組みとして大変重要です。

しかし、車両の導入だけではなく、それぞ

れの車両に再生可能エネルギー由来の電

気を使用することは、車両の運用に伴う

CO2 排出を実質ゼロに近づけるさらなる

CO2 削減に寄与する重要なステップとな

ります。 

また、車両の活用や運用方法を見直し一

括管理を図る事で、台数の削減や効率的

な運用が期待でき、さらなる運行コスト

削減、メンテナンスの一括管理が可能と

なります。 

基本目標 1 施策［２］「再生可能エ

ネルギーの普及・導入を進めま

す」、重点プロジェクト 1-2「市民、

事業者における再生可能エネルギ

ー等の利用拡大」において、「再生

可能エネルギー由来電力への切替

（すべての公共施設）」を掲げてお

ります。 

この内容に基づき、車両に限らず、

すべての公共施設における再生可

能エネルギー由来電力への切替を

進めてまいります。 
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19 

 

 

第 4 章 望ましい環境像実現のための取

組み 

基本目標１ エネルギーを賢く利用し、

気候変動の影響にも対応するまち 

施策[４] 身近な気候変動の影響への適

応を進めます 

市民の取組 ・事業者の取組 

の記述に賛同するとともに、P51⑦項目を

下線部分の追記をご提案致します。 

P50,P51:⑦災害時にも最低限の生活に必

要な自立したエネルギーを確保できるよ

う再生可能エネルギーや蓄電池、家庭用

燃料電池等の導入を検討します。 

【理由】 

近年、記録的な猛暑や集中豪雨などが頻

発しており、地球温暖化の影響が要因と

される気象災害等の被害は深刻さを増し

ています。過去には町田市においても境

川・鶴見川・恩田川などの流域で甚大な被

害をもたらし、大規模な浸水被害に見舞

われました。 

こうした災害時においても一定程度の生

活が継続できるようフェーズフリーの概

念を持ち、自宅で生活を継続できる環境

を整えることで、必要なエネルギーを自

立的に確保し最低限の市民生活や事業活

動を継続することは、災害時の混乱防止

にもつながり、在宅避難を推進すること

が可能になります。 

ご意見の趣旨につきましては、今

後の参考にさせていただきます。 
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20 

 

 

市内の再生可能エネルギー導入量を 2030

年度までに約 200％増加させるという目

標に賛意を表しますが、目標の実現には

思い切った施策が必要と考えます。そこ

で、市民、事業における再生可能エネルギ

ー等の利用拡大に関して提案します。賃

貸借した農地での営農型太陽光発電の導

入を支援してください。農家の減少・高齢

化が進む中で、10 年度後には 23.6ha の

農地が使われなくなることがわかってい

ます。使われなくなる農地は新たな担い

手農家に貸し出すことが見込まれます

が、その際に、農地を賃貸借すると同時に

営農型太陽光発電を導入する場合は補助

金を出すという仕組みにしてください。 

農業者は少ない自己負担で太陽光発電を

導入し、収益の安定化に繋がります。ま

た、農地は太陽光発電に適しており、パネ

ルによる若干の遮光が野菜の生育にプラ

スとなることもあります。営農型太陽光

発電を導入した畑で生産された野菜を例

えば「まちベジ＋」としてブランド化し、

アグリハウスで販売することで、町田市

のゼロカーボンへの取り組みをアピール

し、地産地消を推進できます。 

基本目標 1 施策［２］「再生可能エ

ネルギーの普及・導入を進めま

す」、重点プロジェクト 1-2「市民、

事業者における再生可能エネルギ

ー等の利用拡大」等において、「市

民、事業者向け太陽光発電機器導

入の支援」を掲げており、今後、具

体的な支援内容について検討して

まいります。 

 

21 

 

 

数年前、千葉県にてソーラーシェアリン

グを活用した畑を見学させていただきま

した。畑の上にソーラーパネルがあった

ら日陰になってしまうのでは？と思って

いましたが、いい具合に遮光されて作物

にとってメリットがあることを学びまし

た。町田市でも一般の農家さんがソーラ

ーシェアリングを取り入れやすい仕組み

を、地元の企業と連携して考えていけた

らいいと思います。小中学生と一緒に農

作業をしたり、収穫した作物の利用法を

子どもと一緒に考えたりすることで、環

境を考える市民が育つと思います。地産

地消の推進だけでなく、基本目標 5「環境

について、みんなで学び、協働を進めるま

ち」にも繋がります。 
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22 

 

 

重点プロジェクト１「再生可能エネルギ

ーの利用拡大」について太陽熱への補助

が第 3 次町田市環境マスタープランに

も、改訂案にもないのが気になります。古

い技術ですが、エネルギー効率は極めて

高く、ガスの代替として効果が高いもの

です。過去の強引な販売の記憶などをい

つまでもひきずって導入が伸び悩んでい

るのはもったいないです。補助金などで

推進すべきであると思います。 

太陽熱については、特に、給湯需要

の高い寒冷地において効果が高い

手法であると認識しています。 

設置場所が重なるため、温室効果

ガスの排出削減効果が高い太陽光

発電機器の普及を優先させていた

だきました。 

太陽熱利用につきましても、エネ

ルギー効率の高い手法となります

ので、今後の参考にさせていただ

きます。 

23 

 

 

「第 3 次町田市環境マスタープラン」に

は「温室効果ガスの排出削減」施策、目標

はあっても、一方の重要な施策である「温

室効果ガスの吸収」など「温室効果ガスの

排出がゼロにならなかった」分の対応（森

林での吸収や他の地域との「排出量取引」

など）が見あたりません。2050 年度にカ

ーボンニュートラルをめざすための施策

や目標が書かれていません。町田市では、

温室効果ガスの「森林の吸収」や「地中へ

の吸収」などは現実的ではなく、カーボン

ニュートラルに全く間に合わないと考

え、これは極めて重要な施策と考えます。

「第 3 次町田市環境マスタープラン」に

は「ゼロカーボンシティまちだ」宣言の実

現のため、削減できなかった分への対応

の方向性と最低限の目標があるべきと思

います。 

町田市では、まずは温室効果ガス

排出量を削減することを最優先と

考えています。「温室効果ガスの排

出がゼロにならなかった」分の対

応につきましては、今後の課題と

して認識しております。 

 

24 

 

 

市内の EV FCV の導入をよりアグレッシ

ブな目標にすべきです。町田市は森林資

源が少ないので、カーボンオフセットゼ

ロを達成するためには電動車両の導入が

不可欠です。手始めに市役所で使用され

ている軽自動車を EV にしてください。 

一部改定では、「市内乗用車の登録

台数に占める EV、FCV の割合」に

PHV を追加し、目標値を現行計画の

4.57％から 9.8％に引き上げまし

た。この目標達成に向けて、公用車

への次世代自動車の導入などの取

組を進めてまいります。 
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25 

 

 

P47: 施策 3 のゼロカーボンに向けた取

り組みとして、農産物の地産地消につい

て書かれていますが、輸送距離を減らす

ならば、地産地消は農産物に限定される

ものではないはずです。林産物なども含

めて、地域内の資源循環を進めることが

大事だと思います。 

椎茸や筍などの林産物につきまし

ても、農産物と同様に地産地消を

推進してまいります。 

26 

 

 

気候変動による猛暑は命に関わることな

ので、気候変動適応策への意識を高めた

り、これまで伝統的に行われてきた行事

等（市や学校行事）も猛暑を避けた日程に

すべて変更したほうが良いと思う。 

引き続き、熱中症予防対策等の気

候変動適応策について、普及啓発

を行ってまいります。 

また、ご意見の趣旨につきまして

は、関連部署と共有いたします。 

27 

 

 

【４】身近な気候変動の影響への適応を

進めますの、目標値 28.5 パーセントは低

いと思うので、もっと力を入れたほうが

良いと思う。 

 

「気候変動の影響に備えている市

民の割合」につきましては、基準年

度である 2022 年度実績の 18.5％

より 10 ポイント高い値を目標値

に定めました。 

各種取組を進めることで、早期の

目標値達成を目指してまいりま

す。 

28 

 

 

学校統廃合等で、通学が長くなる児童も

増える中、通学路に安全なクーリングシ

ェルターを設置できると良いと思う。ま

た、街中の例えば、既存のバス停にクーリ

ングシェルターを設置するなど。 

市では、2024 年 7 月 1 日に、過去

に例のない暑さによる熱中症から

市民等を守るため、「熱中症特別警

戒情報」の発表時に開放が義務付

けられる施設である、指定暑熱避

難施設（クーリングシェルター）の

指定を行っております。2025 年 1

月 23 日時点で 60 施設を指定して

おります。 
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③【基本目標２】源流から里山、都市が織りなす いのち輝くまち（12 件） 

No. ご意見の概要 市の考え方 

29 

 

 

P20: 自然＞現状 2013 年度に実施した町

田市生物調査についてふれていますが、

もっと新しい調査結果はないのでしょう

か。10 年以上前の調査をもとにした計画

では、現代の環境問題に対応できないと

思います。 

現状につきましては、「第３次町田

市環境マスタープラン」の策定時

に整理しているため、今回の一部

改定では内容の更新をしておりま

せん。 

いただいたご意見につきまして

は、今後の参考にさせていただき

ます。 

30 

 

 

P34: 施策の中に「生きものの多様性を守

ります」とありますが、その指標がなぜ

「生きもの調査への参加者数」なのでし

ょうか。この施策に対する指標を素直に

考えるならば、町田市内に確認される「東

京都の RDB 記載種」を●種から●種に増

やすとか、せめて現状維持するといった

指標が考えられます。オオタカとかムサ

サビなどが取りあげられているのですか

ら、きちんと多様性をはかることが重要

だと思います。 

生物多様性の保全を実現するため

には、市民の理解や関心を把握す

るとともに、普及啓発を継続的に

実施することで、徐々に生きもの

調査等、生物多様性の保全の取組

に参加する市民を増やしていくこ

とが重要だと考えております。 

このような考えの下、成果指標を

設定しております。 

成果指標の進捗管理を行うにあた

り、継続的、安定的な情報収集・管

理が可能である視点を重要視し、

成果指標を設定しております。 

31 

 

 

P55: 施策 2 で水とみどりの保全と活用

が掲げられていますが、保全の目標があ

いまいです。たとえば、十分に管理されて

いない水とみどり（耕作放棄地を含む）の

面積を指標にして、その面積を減らすな

どの目標を示すとわかりやすいと思いま

す。 

成果指標の進捗管理を行うにあた

り、継続的、安定的な情報収集・管

理が可能である視点を重要視し、

成果指標を設定しております。 

32 

 

 

P56: 施策 2 にグリーンインフラについ

てふれていますが、具体的に何を意図し

ているのかあいまいです。田んぼや湿地

などの内水氾濫を防ぐ効果、緑のヒート

アイランドを抑制する効果など、もう少

し具体的に説明を加えた方がいいと思い

ます。 

ご意見の趣旨につきまして、反映

いたしました。 

33 

 

 

P58: コラムの「町田市の流域」は重要な

ので残してください。グリーンインフラ

との関係を強調して書き直すといいと思

います。 

ご意見のとおり、流域の考え方は

重要であると考えておりますた

め、引き続き掲載いたします。 
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34 

 

 

みんなで将来に受け継ぐみどり豊かな町

田の、「2-1 生き物の多様性を守ります」

「2-2 水と緑を守り活用します」と、あり

ますが、野津田公園のバラ広場を移動し

て、前より花の元気を殺いでしまったの

みならず、今度は湿生植物園を全部潰そ

うとしています。他のところで、市内の緑

を増やせないのなら、公園内の緑を守る

のは市民としての義務だと思います。ス

ポーツを盛んにするために、公園内の植

物を台無しにするのは、やめていただき

たいです。 

野津田公園につきましては、２０

１４年度に策定した「町田市第二

次野津田公園再整備基本計画」に

基づき、バラ広場の再配置や雨水

調整池を活用したスケートパーク

の導入、南口バス転回広場の整備

等を進めております。 

市内の緑の保全につきましては、

都市における良好な自然的環境を

現状凍結的に保全することを目的

とした制度である都市緑地法に基

づく「特別緑地保全地区」の指定を

進めることや、市街地北部の里山

の保全と活用を行う団体や企業・

個人など、様々な担い手の方々を

支援するなど、今後も、幅広い視点

から、市内の緑の保全に取り組ん

でまいります。 

35 

 

 

重点プロジェクト 3、里山環境の活用と保

全が軽く扱われているように感じる。活

用とは、野津田公園のすすきの原をバス

の転回場にしたり、湿生植物園をスケー

トパークにすることではなく、環境を改

変せず生物を保全しつつ、訪れる人を増

やす工夫をすることではできないでしょ

うか。 

36 

 

P59: コラム「生物多様性の大切さ」では

なく「町田市の生物多様性」を、町田の自

然の特徴を踏まえて書いてほしいです。 

コラム「生物多様性の大切さ」に、

町田市に関する内容を追加しまし

た。 

37 

 

 

町田市環境マスタープランの目標達成を

阻害する国際工芸美術館の建設は、以下

のように環境マスタープランの目標達成

の妨げになるため即刻中止すべき。 

① 新たな無駄なハコモノの建設工事行

為により、無駄に二酸化炭素が排出され

ることで、基本目標 1(地球温暖化対策)の

達成をより困難にする。 

② 蛍の生息する環境を致命的に破壊し

て建設されるため、基本目標 2 の水とみ

どりを守るという目標に全く逆行してい

る。 

なお、国際工芸美術館の建設を決めた過

去の時点とは大きく時代や環境が変化し

ており、少子高齢化で将来の税収も減少

するなかで無駄なハコモノを新たに加え

ることを市民は誰も望んでいないことを

申し添える。 

（仮称）国際工芸美術館について

は、町田市の基本計画「町田市５ヵ

年計画２２－２６」に基づき、重点

事業プランとして整備を進めてお

ります。 

建設にあたっては、施設の整備に

伴う樹木の伐採を最小限度に留め

るとともに、適切な補植を行いな

がら進めてまいります。 
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38 

 

 

【里山環境の活用と保全】里山環境の活

用と保全は、地域住民や市民団体との対

話を続けながら大切に進めていただきた

いプロジェクトです。また、子どもたちの

大切にしている原っぱや昔からの地形を

活かした公園の整備に関しても、できる

だけ元の形を変えずに守っていくこと

が、私たちの義務ではないかと思います。 

町田市里山環境活用保全計画に基

づき、多様な主体による連携・協働

により、持続可能な保全につなが

る里山環境の活用を推進してまい

ります。 

39 

 

 

重点プロジェクト３「里山環境の活用と

保全」について「緑地の割合」について、

「土地の開発行為の際には、可能な限り

みどりの保全に努めます」とありますが、

そのような消極的な姿勢では、目標は絶

対に達成できないとおもいます。緑地を

守ることは、都市環境の魅力としてもヒ

ートアイランド対策としてもきわめて重

要なので、環境保全措置（ミティゲーショ

ン）を義務化するなど、積極的な措置が必

要だと考えます。特に、空き家が増えてい

る現在および今後、空き家およびその敷

地の利用が優先されるべきで、新しい住

宅地の開発は厳しく規制すべきです。全

体について町田市だけではゼロカーボン

には限界があるので、特に自然が豊かな

市町村と提携して進めるのはいかがでし

ょうか。山形県川西町など、縁のある地域

が考えられると思います。人口減に悩む

地域にとっては、町田からの交流人口を

増やすことは意義があるので、どちらに

とっても得るところがあると思います。 

市内の緑の保全につきましては、

都市における良好な自然的環境を

現状凍結的に保全することを目的

とした制度である都市緑地法に基

づく「特別緑地保全地区」の指定を

進めることや、市街地北部の里山

の保全と活用を行う団体や企業・

個人など、様々な担い手の方々を

支援するなど、今後も、幅広い視点

から、市内の緑の保全に取り組ん

でまいります。 

 

他自治体との連携については、今

後の参考にさせていただきます。 
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40 

 

 

第 3 次町田市環境マスタープランでは、

生態系ネットワークとしての機能への配

慮や里山環境の保全、生き物の多様性を

守ることが目指されているが、市の現状

として進められている施策は、その方針

と全く別方向となっている。例えば野津

田公園では、昆虫や水鳥など湿地生物の

生息するビオトープとして誰でも無料で

利用できる自然との触れ合いの場として

親しまれているが、「湿生植物園」のほぼ

全域を舗装して、スケートボード等の競

技施設を建設する「スケートパーク計画」

を進めようとしている。また、上の原草原

は平地の大部分を舗装して、バス転回場

等のために開発する計画を進めている。 

芹ヶ谷公園では斜面植生の大幅伐採を伴

う「工芸館」建設計画が進められている。 

また「歴史的・文化的環境」について、小

野路地区は歴史環境に関する景観などを

残す重要な地区だが、ここにはモノレー

ル計画に伴う大規模な道路開発の恐れが

ある。 

これらの問題に関心の高い市民に計画が

知らされる時には、最早止める手立ても

改善の余地もない一方的な「説明」となっ

てきた。本来の「市民参加」であれば、関

心ある市民皆が参加できる議論の場を繰

り返し設定し、対立や意見の違いを乗り

越えるまで話し合うことが必要となる。

残念ながら、今の町田市はそうした市民

の意見や参画を認める方向には向いてい

ないし、今回の「改定案」にも具体案は見

られない。町田市においては、市内の現状

に目を向け、本来の環境を守り市民の真

の参画を実現する、あるべき姿への方針

変更を望みたい。 

野津田公園につきましては、２０

１４年度に策定した「町田市第二

次野津田公園再整備基本計画」に

基づき、バラ広場の再配置や雨水

調整池を活用したスケートパーク

の導入、南口バス転回広場の整備

等を進めております。 

市内の緑の保全につきましては、

都市における良好な自然的環境を

現状凍結的に保全することを目的

とした制度である都市緑地法に基

づく「特別緑地保全地区」の指定を

進めることや、市街地北部の里山

の保全と活用を行う団体や企業・

個人など、様々な担い手の方々を

支援するなど、今後も、幅広い視点

から、市内の緑の保全に取り組ん

でまいります。 

 

また、（仮称）国際工芸美術館につ

いては、町田市の基本計画「町田市

５ヵ年計画２２－２６」に基づき、

重点事業プランとして整備を進め

ております。 

建設にあたっては、施設の整備に

伴う樹木の伐採を最小限度に留め

るとともに、適切な補植を行いな

がら進めてまいります。 
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④【基本目標３】徹底したごみ減量、資源化を進めるまち（6 件） 

No. ご意見の概要 市の考え方 

41 

 

 

プラスチック削減に関してペットボトル

が山のように回収されています。ペット

ボトルの削減ができないかと考えていま

す。 

ＰＦＡＳによる水質汚染のこともあり水

を購入する人もいます。それを解決する

ことも必要でしょう。 

できるだけ水筒を持ち歩きペットボトル

を買わない、ことも大事です。マイバッグ

を持ち歩くことで買い物のときにスーパ

ーでもらう袋は削減されましたが、スー

パーではビニール袋をふんだんに使って

います。スーパーでの発泡スチロールを

肉や魚などに使っていますがそれをビニ

ール袋にしたら発泡スチロールを削減で

きます。解決策としては、ビニール袋の値

段を高くする。発泡スチロールも高くす

る、などの工夫が必要でしょう 

市では、マイボトル（水筒）の利用

促進のため、イベント会場などで

オリジナルステッカーの配布、マ

イボトルへの給水サービスを行う

マイボトルキャンペーンを実施し

ています。 

また、民間企業と協力し、市内公共

施設へのマイボトル専用給水器の

設置を進めています。 

いただいたご意見を参考に、今後

もマイボトルの利用促進に努めて

まいります。 

 

42 

 

 

難しい部分もあると思うが、プラ容器包

装を減らす努力をしているスーパーとそ

うでないところがあるので、なるべく減

らせる方向に市として働きかけはできる

のか。 

43 

 

 

2026 年度から市内全域でプラごみ回収が

始まることを知っている住民は少ないの

で、周知に力を入れたほうがいいと思う。 

環境広報紙「ECO まちだ」等におい

て周知を図っているところです

が、今後も分かりやすい周知につ

いて検討してまいります。 44 

 

 

プラスチック用のごみ袋について、我が

家はかなり前からピンク色の袋に入れて

プラごみを出しています。以前から市で

はそれをどのように処理しているのかを

知りたかったのですが情報がありません

でした。２６年から町田市では全域にそ

れの回収を始めるとのことですが、市民

に情報をいただきたいです。 
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45 

 

 

P64： 現在、町田市剪定枝資源化センター

では、竹資源の受け入れは処理の機械の

問題だと思いますが、行っていません。放

置竹林の整備を促進し、竹をチップ化す

ることで、堆肥等の利用がより活発にな

ると思います。また、町田市の景観をよく

する上でも有効な手段だと考えます。竹

をチップ化する機械を導入して頂きた

い。予算措置が必要と思いますが、クラウ

ドファンディングなどを活用して機械の

購入に充てることも視野に実現して頂き

たいです。 

剪定枝資源化センターは、市内か

ら発生する剪定枝を破砕・発酵さ

せて、良質で安価な剪定枝たい肥

（土壌改良材）を作る施設のため、

竹を受け入れの対象としていませ

ん。 

 

46 

 

 

『徹底したごみ減量、資源化を進めるま

ち』についての提案コンポストへの補助

が出ていますが、うちでは生ごみからで

きた堆肥の行き先がなく、少し困ってい

ます。2 ヶ月に一度程度マンション内でで

きている園芸チームや実家に譲っていま

すが、それでも少し余ってしまいます。

『コンポストでてきた堆肥はここに持っ

ていくと美しい花の栄養になる』みたい

な気軽に行けて、他の人も花や植物の鑑

賞を楽しめるような場所があると、積極

的に生ごみを減らす意識が出るのではな

いかと思います。 

「コンポストでできた堆肥（一次

生成物）」の活用については、回収

及び活用方法を検討してまいりま

す。 
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⑤【基本目標４】安全で快適な暮らしを実現するまち（0 件） 

 

⑥【基本目標５】環境について、みんなで学び、協働を進めるまち（2 件） 

No. ご意見の概要 市の考え方 

47 

 

 

【SNS の登録者数について】Instagram や

X の登録者数を集計されていると思いま

すが、市からのメールや LINE でお知らせ

を受け取る人も増えているかと思うの

で、それらの数字も考慮されてはどうで

しょうか。 

SNS 等のフォロワー数につきまし

ては、Instagram や X だけでなく、

市からのメールや LINE の配信登

録者も含めて集計しております。 

48 

 

 

P47: 当社では、エネルギーや環境、ガス

の安全性についての授業やワークショッ

プを通し、未来を担う子どもたちにエネ

ルギーと環境の大切さをお伝えしており

ます。特に「食生活から学ぶ SDGs」講座

では、自分達の身近な「食生活」をテーマ

に、地産地消の推進や、だれもがすぐに実

行できる環境に配慮した行動や工夫のポ

イントについて学びます。また、自発的な

行動変容に繋がる情報発信などを行い、

地球温暖化対策に関する意識の啓発やゼ

ロカーボンシティの取組みに貢献してお

ります。 

【理由】 

家庭部門における排出量削減の取組みと

して、省エネ機器等の導入や家庭におけ

る行動変容は極めて重要です。当社は

2002 年よりエネルギー環境関連の出前授

業をスタートし、2014 年には出前授業を

受講していただいた児童・生徒の皆さま

が累計 100 万人となりました。 

今後もエネルギーに携わる企業として、

「出前授業」「先生向け研修会」「教材提

供」などを通じて、ひとりでも多くの方

に、エネルギーや環境のことについて分

かりやすく、そして楽しく考えていただ

くための活動に取組み、次世代に向けて

お役に立ちたいと考えております。 

市民・事業者・大学等の多様な主体

と連携・協働し、環境学習に関する

取組を推進してまいります。 
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⑦その他（5 件） 

No. ご意見の概要 市の考え方 

49 

 

 

完成時期が遠退き、事故も発生したリニ

ア中央新幹線事業にたいし、これまでの

市の判断を再検討し、負担が多く利用者

増の期待できないモノレール建設につい

て、抜本的再検討をして下さい。 

リニア中央新幹線事業は、全国新

幹線整備法に基づき国が許可した

事業であり、市としてその是非を

判断する立場にはないと認識して

おります。 

また、多摩都市モノレール延伸は

多摩地域を南北につなぐ都市骨格

軸として、移動の利便性向上だけ

ではなく、沿線のまちの魅力向上

や活性化を一層進めるまちづくり

の契機と捉えており、これから先

の町田市の発展には欠かせないも

のであると考えています。 

50 

 

 

町田駅周辺や幾つかの駅前再開発につい

て、必要最低限の開発にとどめ、近隣市と

の再開発レースに市の財政を過度に投入

し、破綻させることは回避して下さい。 

「都市づくりのマスタープラン」

等に基づき、地域の実態に沿った

施策を推進します。 

51 

 

 

防災・減災は喫緊の課題であり、また多額

の費用を要します。幹線道路の片側二車

線化、生活道路の整備など、住民生活の維

持と産業活性化のために払った税金を使

うよう、要望致します。 

町田市では、自動車交通の円滑化

や安全な歩行者環境の確保等を目

的とする都市計画道路の整備事業

や、生活環境、防災機能の向上を目

的とする生活道路の拡幅整備事業

に取り組んでおります。 

52 

 

 

現状の道路に自転車道の表示はあるが、

道幅が広がったわけでなく、自動車と接

触する危険性があるため、パリのように

自動車道、自転車道、歩道との境界が設け

られ、安全性の高い道路計画を立ててほ

しい。 

町田市では、2024 年 3 月に「町田

市自転車ネットワーク計画」を策

定し、自転車の通行空間整備に取

り組んでおります。 

ご意見の趣旨につきましては、今

後の参考にさせていただきます。 

53 

 

 

街路樹は、最低限の伐採を除き長命化、植

樹に努め、道路が市街沸騰化の温床とな

らないよう、措置して下さい。 

町田市では、2023 年 3 月に「町田

市街路樹更新計画」を策定し、良好

な環境と景観の形成に向けて、街

路樹の効率的・効果的な管理に取

組んでおります。 

ご意見の趣旨につきましては、今

後の参考にさせていただきます。 

 


